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ご使用の前に

 製品の特長

製品の特長・

トモシンセシス撮影法の日常管理として、画像を数値化、グラフ化することにより、

断層厚測定や均一性検証測定、再構成間隔検証測定の確認ができます。また、再構成

関数の違いによる画像評価などにも役立ちます。

１点
１点

１点
１点

a
b
c
d

セット内容と各部の名称

セット内容と各部の名称・ご注意

ご使用の前に、構成品が全て揃っているかご確認ください。

硬質樹脂を使用していますので、落下や強い衝
撃を与えると破損の原因となります。

●取り扱いにご注意ください。

●サインペンなどで書き込まないでくだ
さい。

サインペンなどでファントムに書き込むと、イン
クが消えなくなります。

●水又は中性洗剤で拭き取ってください。

使用後は、高温多湿や直射日光のあたる場所で
の保管は避けてください。
変形や故障の原因となります。

ファントムの汚れは水又は中性洗剤で拭きとって
ください。シンナーなどの有機溶剤は、絶対に使
用しないでください。

●高温多湿を避けて保管してください。

断層厚測定部

再構成間隔検証測定部
測定部高さ調整用アクリルケース

均一性検証測定部

●構成部品

●ファントムを使用して検証できる内容

abc abc

dd

１．断層厚測定

２．均一性検証測定 ( 中心断層面での評価 )

３．再構成間隔検証測定



２

ご使用の前に ファントムの名称と仕様

ファントムの名称と仕様

a. 断層厚測定部

FWHM
(full width at half maximum)

半値幅

画素値

スライス数

中央孔部分から得られる FWHM 

値よりスライス厚を算出します。

素材：アルミ板、アクリル樹脂板　 

70

15
0

（単位ｍｍ）



３

ご使用の前に ファントムの名称と仕様

ファントムの名称と仕様

ｂ.均一性検証測定部

測定ポイント 5か所に ROI を設置

し、画素値max-min の差が大きい

面を、ピントが合っていると定義し、

均一性と透視台の傾きを確認します。 

素材：銅メッシュ、ベークライト、アクリル樹脂板

1.2 5.070

15
0

（単位ｍｍ）



Φ 0.1 ｍｍステンレスワイヤー
埋め込み

5ｍｍ

・

・ ・

・ ・

厚み20mm

上面 三本ライン

下面 十字ライン

４

ご使用の前に ファントムの名称と仕様

ファントムの名称と仕様

ｃ.再構成間隔検証測定部

上面に配置した三本金属ラインと下面に配置した

十字金属ラインのMax－mini 値が最大のところ

がピントが合っている面とし、その高さより

再構成間隔の確認を行います。

素材：0.1 ㎜ステンレス線、アクリル樹脂板  

70

40
35

35
40

20

15
0

（単位mm)



５

ご使用の前に ファントムの名称と仕様

ファントムの名称と仕様

ｄ.測定部高さ調整用アクリルケース

各測定部が 50、100、150、200 ㎜の高さに配置できる構造になっています。

（通常は 100ｍｍで評価）

床面からの高さがわかるように、目盛がついています。

素材：アクリル樹脂



６

解析までの手順

個人あるいは病院内のＰＣにダウンロードし、撮影装置もしくは病院内のネットワーク
から取り込んだ各測定基準のファントムのダイコムデータをＰＣに入れて操作。

１

フリーソフトのダウンロード

フリーソフトのダウンロード

フリーソフト “イメージＪ” をネットよりダウンロード

http://itshiatsu.blogspot.jp/2012/02/01-imagej.html



７

解析までの手順

２

断層厚測定

断層厚測定

断層厚測定部

 

 

足側

画像解析するデータ  Thickness（＋－）

頭側

測定部高さ調整用アクリルケースに断層厚測定部を挿入し、寝台に縦長にセット。 

撮影条件：振り角40°, Slow , HAND F 
低い撮影条件で設定してください。

穴あきアルミ板
（φ1mm） 

0.5mm間隔



 
 

８

解析までの手順

２

断層厚測定

断層厚測定

《フリーソフトを使用した一例です》

使用する画像は画像処理なしで取り込んだデータです。

① 画像データを読み込みます。 ② 穴の部分を拡大します。

 

[Image]→[Zoom]→[in]（3200%になるまで）

③ 1 Pixel 囲います。白い部分です。 
[Analyze]→[Tools]→[ROI Manager] 

④ 再構成した画像全部に ROI番地を登録
     します。 
[ROI Manager]→[Add]

[File]→[Open]



９

解析までの手順

２

断層厚測定

断層厚測定

⑤ 再構成した画像全部に ROI番地を登録
     します。 

⑥ 結果をセーブします。 

[Add]→[More]→[Multi Measure]→[ok]

⑦ 断層厚を算出します。 
・0.5mm間隔再構成した画像ですので、１マス＝0.5ｍｍとなります。
・(max+min)/2＝中心点

  [File]→[Save As]→ファイル名を
【断層厚(フィルタの種類)】にして保存
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解析までの手順

３

均一性検証測定

均一性検証測定

格子板
（厚さ1.2ｍｍ）

アクリル板
（厚さ5ｍｍ）

 

この条件は統一してくさだい。
画像解析するデータは3種類です。

1.Thickness（＋＋）
2.Thickness（＋－）
3.Thickness（－－）

測定部高さ調整用アクリルケースに断層厚測定部を挿入し、寝台に縦長にセット。 

撮影条件：振り角40°, Slow , HAND F 

《画像は一例として表示したものです》
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解析までの手順

３

（フリーソフトを使用した一例）
使用する画像は画像処理なしで取り込んだデータです。

① 画像データを読み込みます。

 

② 再構成画像（21枚）からピントの
　 合っている画像を選びます。

《フリーソフトを使用した一例です》

[Edit]→[Selection]→[Specify]→ 
右下写真の数値を入力
※Width、Height は 50 固定で
！X、Y座標は中心にくるよう変更可

均一性検証測定

均一性検証測定

中心部、四隅を同じサイズ
ROI で測定してください。

[File]→[Open]
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解析までの手順

３

《フリーソフトを使用した一例です》

均一性検証測定

均一性検証測定

③ 中心と同じように四隅のROI
　 も測定します。
　(写真のように格子板の若干
      内側にROIをとります）

[Edit]→[Selection]→[Specify]→ 

写真の数値をそれぞれ入力
※Width、Height は 50 固定で
！X、Y座標は調整してください

[Analyze]→[Tools]→[ROIManager] 
→[Add]→[More]→[MultiMeasure]  
→[ok]→[Save As]→ファイル名を
【均一性(フィルタ)中心】にして
    保存
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解析までの手順

４

画像再構成間隔検証測定

画像再構成間隔検証測定

 

 

画像解析するデータ  Thickness（＋－）

撮影条件：振り角40°, Slow , HAND F 

《画像は一例として表示したものです》

ピント合致高さ　
100ｍｍ

0.5mm間隔

上の面  

下の面

 

再構成間隔検証測定部を
高さ95mm部分にセット
します。

ピントが合う高さ120mm

ピントが合う高さ100mm



４  
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解析までの手順

（フリーソフトを使用した一例）

使用する画像は画像処理なしで取り込んだデータです。

① 画像データを読み込みます。

② ピントが合っていると思う画像を選んでください。 
[Analyze]→[Tools]→[ROI Manager] 

どちらか一つを選びます

下の面を決める場合の説明です。

黄色の ROI で囲んだ後に
実行してください。

画像再構成間隔検証測定

画像再構成間隔検証測定

[File]→[Open]



４  
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解析までの手順

④ ピントが合っていると思う画像を選んでください。 
[Analyze]→[Tools]→[ROI Manager] 

どちらか一つを選びます

上の面を決める場合の説明です。

上の面を決める場合の説明です。

黄色の ROI で囲んだ後に
実行してください。

⑤ [Add]→[More]→[Multi Measure]→[ok]

[File]→[Save As]→ファイル名を入力して保存

画像再構成間隔検証測定

画像再構成間隔検証測定



４  
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解析までの手順

⑤ 下の面 ⑥ 上の面画像から計測した結果

Max-min の値が最大のところがピントがあっている面とし、
その高さと計算上とのズレを調べる。

画像再構成間隔検証測定

画像再構成間隔検証測定

寝台の高さ寝台の高さ 100ｍｍ（計算上のピントが合う高さ）
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※ 均一性検証測定に使用する本製品の格子板の厚さは、記載されている
     格子板の厚さと異なります。
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